
採卵鶏の平面飼育忙かける適正密皮忙関  
する試験  

配 内 正 芳 滑 水 明 良  

一、 ‥    －－  

1．まえがき   

昭和41年医把如いて単位田領当り1（）乳15羽．28羽、収容の成績について種誓したよ   

うに有義美が認められ浸かったので昭和42年10月よ少単位面研（5．51㌔）2D羽、25羽、   

50葛可の基葦で1望、12．11rF忙75乳 タ2孔 て10羽な収容して45年9月詰まで、廷晩   

生括反f㌔認童濫ぎ壷成を調査した。夢四冤で10月5月までの戌駕を報告したがこれを雫揺して   

報告する。  

2．自  的   

都下における慕鞠は環境何生面からゐ制約ヰ労力の不足によ♪必然的に平田レの松城化にヱる   

多頭羽飼育に移行せざるを碍なレ▲と思われる丸 田然環境下にかける単位荷稲至当少の適正な飼育   

竃庭については未知の点が多ぃため把本試験を実施した。  

5．試験方法   

（11期  間  

昭和42年10月1日～45年9月末日め1カ年間。  

（釘 供試瘍  

ロードホーン電燻275羽（新明）  

（3）区  分  

（4）飼養管埋  

飼料はCP17、TDNd8の市販配合飼料を1日5回不断摂取ができるエうに給与し、カ   

キ定軋水等も不断給与とした。その他一般管理は慣行托したがっておこなった。  
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区別署3ス設婁揖  

（5）啓有のjニ貴  

試矧て使用した勤舎禎雇向きの建物で㌍口4．54Ⅰれ、奥行5ろ．4mの平飼い鶏舎の10実母重   

からなカ、北畢ロは退琵となっている。その西よお2，5，4悪日の畠を使用した。重の仕切少   

は夜景で天井がらり、塵の南北側転大部分が金紳狼少で主う路の倒壁は析逮、硝子戸、はねあけ   

戸托なっている。  

禁 令 平 詔 園  

の G）  

国   国 L    0        l  ⑦ l   ㊥ 亭二㊤  段            ⑳ 二 段    入口           ㊦   

川＿＿．」  5．d4nl  

の 給 餌 器  ㊥ 円筒型給餌慧  ㊦ カキ殻入  

㊤ 発受硬下のトラ，プ  ⑳トラ，プネスト  

㊦ 給 水 器  ① 止 少木  
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（6）調速項目  

ア 産卵調養  の 産卵数及び産卵象是  

打）榊取蓋要泉審  

イ 生酒反応調 ∽ 環渋状諒  

㈹ 糞便  

（力 行動  

的 含内外の温温隆  

囲含内のガス尉定  

4．試験の繕尭と考察  

．川 産卵成槙‘  

，7 産卵歌麿  

トラ，ブネストによぅ個体別に謂空し、月別にタ主封した成播は衆（1わとおカでぁる。   



有 意 差 衷  

平均卵数は1月モでは増産の高まるにしたがって蔑い傾向がみられたが、その後はその傾   

向は消えて闇灰差による産卵劫祇対する彫侶．軽みられ充かった。したがって前郷ほカ月では   

肇駐差の偵レ凋によく1▼2、5区の憤であ少後期やは2区とぅ区はほゞ同じて1区が悪か   

った。全期間ては1区とZ区が佗ゞ向じで5区が惑ぃ結果となったが有意差は認められをか   

った。   

前親把つぃて督度差のでた原因について検討してみると試験開始時1カ月前に個体別に区   

分してl反谷しておき開始時1週間前に試験照合に収容した。したがゥて、試験開始時には蓮   

卵を各区全羽致していなぃ状態で開始しなければならなか二ったことが起因していると思われ   

るので初産百合な比敬した結果は袋し別のようである。  

表（2）初産且令の比較  

l・－－【」  

「18司184・2   を し  

口  主産卵巨令 n  竺警令‡平均初辞令                 185日  ±25・d】±21・d  

＿．「、〉＿＿＿＿「＿－⊥  1957   1900  ■有意違                                        〝  2．2  200日  ± 50．5  l：±2ま5 l    1 口    195．4  194．3              247日  ニヒ 5鼠5  ± 5ス7   
表（別のようK帯皮差にエ少初溢臼令かよぴ50％蓮如日令ほ暦渡の高まるにしたがって長  

く夜っているが布悪差は認められなかった。しかし、を卵数の上把は有意差が現われている  

ことは初発自今の長びし1たことが影響していると思われる。それは各区全羽数が澄卵を開始  
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してきてからくま密度差が高山万がむしろ良いよう：ま傾向すら月にエっては現われてぃること  

からしてもうかがい得ると思われる。  

鹿卵肇は前期では増圧の高h積悪かったが後瑚ではその傾向はなく曹庶の高い糧良い状態   

であったその月別状況は表一別のようである。  

衣（3）産卵率（％）  

三「  

平 ニミl二き  

12  1 】2  ＼11圧   11ト  
ー」一＿一一＿」＿  

＋二㌻  －J  d鋸ら i72．4  82・占i  

d5．2 】70．d  

4ス1！5鼠8  
‾‾‾’  

諒㌻■■「言古l㍍う  1l4史2  

2 i45．0 1  
さ 仁 3胡  

‾‾ 
「㌫二訂蒜盲十㌫㌻   

⊥  
一＼ンレヽウ．ス  占5・2i75・4  

十－－－－十一－－、－十－  
t  

≦ 42・1i4d・□【58・D  
占4・2I78・て  

1  

ー
 
・
2
⊥
・
・
・
■
・
・
・
」
ヒ
 

ー
 
 

る 17  

詣㌻「右手  1 j 79.7 
】  

川5  72．2  70．0 妄 （月．dミ  へソティ  

1I dR2  48．0 【 45，占  55．1】 5ス8  
」＿＿＿  

1一【■■’‾‾ 「  

0． ！、；   へンハウス12  50.. 4d．  55．4  

8．                汁   595！5史8   55．d1 4  5鼠5   

平均卵重およぴ1、臼1羽当少産酌量は前場では1区2区5区の順で後期では平均卵重は1  

区が高かったのだが1E】1羽当力窪卵畳は都度の構いさ．2区が多かった。全期間では1区  

2区5区となった。・その腰果を表示すると衆4）のようである。  
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表（4）平均卵塊と1日1羽当窪卯蓋  

10†1－  

52．5 ≡  571．  

－－トーーー  

42．7 ヨ 455  

ー
1
 ．
L
 
 

＿＿三．竺＿」＿土工空  

l   5   

≡工  17   

592  5貸2  58．4  58．古  58．7  58．7  57二5  588   
5R2  5鼠2 58TT‾㌫  

4女2     「㌫T詰十議  

平 均 全期平均  

5鼠1  5鼠4  
竺＿＿J」よぎ、  

1
 
 

2
二
う
仙
 
1
 
 

58．‘  茎・・  58．6   
58．5   dO．8   58．8   

55．9  57d  

58．1  5え1  41．D  

5ス4  55．9  
⊥．＿   

平均卵重  

1
 
当
 
建
一
 
 

4D．di40，5  

4ロ．5！4tl  

イ 飼料摂取毘と飼料贅来客   

飼料の摂取塵は前期把おぃてはう区1区2区の順で約129タ，128g，125クで、   

後期は前期エわやゝ派少して各区大差をく5区1区2区の順で約121乳．121久．120   

∂、全脱閏では後期と同じ順位で約125‘g、124ダ、125タてあって笥慶の増加が摂   

取壷を増加させる傾向はみられなかった。飼料贅求率は前期は暦匿の増加にしたがって悉く、   

後期はその傾向はなく普段の低い1区が感く念力全期間では2区1区5区の順であった。そ   

の結果を表示すれば表（5）のようである。  
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表（51飼料摂取蚤と要求率  

‾▼「‾  
L⊥．三   
15スd112ス5i12ス8  

137.6 

巨‥∴ 川＼・  14D．4  

h＝  5．35占 竜 5．04d  乙02d  

こ・「二   
5．5る  5．157   

き．595  

4．1   
■丁‾  

4．525；5．878  

；「T  
122．5】120，1  

115．5   

11R5   

ま415   

5．∩51  

125．2   

5．2d8   

5．854   

5．104  

2．d52  

2．d57  2．9d7 璽 2．7′19  

尋享亙［亙ニロ  2．52d  2，705  5．口11  

榔 生背反応調査  

■ ア 磯原状態  

朋間中伝染性疾病jの発生はなく、一笠的疾病でもっとも多いのは卵つい症てあクた。病凝  

別の死亡淘 籍の羽教は剖¢）のとお少てあって、この程度の磁皮ヤ群の大きさでは特別の関   

■ 連性は認められなかった。  

表（6）死亡陶 鵜の病類別羽敷  
】  

‾
 
 

脱 肛  

▼－  ■   －■  ■  

－・－    ‥、   
0！20  
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死亡淘汰蔦佗噂50％は卵つぃ症であった7・；、その原因についてほ不明である。   

生存乳㌘存考ま5区1区2区の慧であってその月別の推移は表（7）のようである○   

衣（7）生存■率、空電禅家  

攣撒い0  1  

一‾ 
㌃T蒜「‾－‾；  2 亡 90 1 88  

＿＿‥．∴＿＿＿－」＿  
07【1b4  

9d．る   

‖   10（〕1 9鼠5； 9Rl    9ス8 970 
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数
 
 

〉」  u  る2  62l   

75   

2    75    5 口  9（～  95     95．2  959  2  1 95．4  95．4    【5 柑  95．5    Ⅷ  
2  84．9  †－－－－一1・・・ト・・   81．5    8ヱる  t 84・5  

云丁  u    ‾；五言十  185・4  90．0   
88．0  7免1  88．0      】→▼；孟‾†  84．7  90．d   

80．8   

7d．1－  7d．1  

81．8   80．8  

2
一
1
 
 

∩
7
（
y
 
 ＋

 
 

一
〇
′
 
【
 
5
 
 

、・・∴ご：、・－バ  
；  

十  

7ス2   

85．d  

試脚指始の5．5m㌔当り¢飼蕃羽散は死亡鶏の発生陀よ少低下してゆくので、月末残存羽  

数に対する月別単位面積当力羽数を算出すると泉3）のとおカで1区は平均18乳 2区は  

22取 る区27羽となった。  
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賽81月未残存羽故に対十る月別単位両横当少羽数  

区   開始時   10   2   5   皿  12  口  
20   20   1鼠95   1鼠7   1鼠0  18．d   18．d   

2   25   24．7   24．4   25．4   25．5   25   25  

5   5D   
50  岩 2鼠d   

2鼠5   291   28ヱ   277   

4   5   卓   7   8   9   

開始時  平均   対革   
174   170   170   1‘．7   1ム4   1d．2   18．0   9D．0   

21．5   
20，0   1管7   1？5   195   

1♀口  l 

22・0   88．ロ   

2d．7   25．8   25．1   25．1   25．0   24．8   
2ス2   

90．d】   

イ 糞便の型態と先の状態   

糞便の状態を三段碑把区争トまた床の状唐を三間に区分して調査したの   

冬季匿おいては密直の増加に上る軟化の幌向はなかったが，夏季においてはその傾向がみ   

られた。床の含水状態は上屈部は各区ともにはゞ同じエうであったが、下部壮哲度の高い区  

が高く食った。床の状態ほ乾燥期間和解るととも忙明らか咋督匿の高い区が湿潤の状態とな   

り教わらの取巻も前期問では5月に2回寒施したが以降は1区は5週托1匝2、5区は2週   

把1回程度行なうようになった。   

糞便と床の含水状憾は表（9」（10）のようである。  

表（9）含水別糞便の発生割合  

区  70輝下  1区  8d二5由  2 区  85．92  5 区  i 8ユニ19■   
80鯉上  調査日数   

188 

東1肋 床の含水率  

盲＼乳．  口   
中   57   2■  5   
下  

平均   5只4   

54  

59 4ユ4王  ‖ l 

54   

50．4   
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ウ 鶏の行動  

鶏め行動調査比競合の状態ヤクルーブの発生筍度増収ともをう特定疾病の発生があるとす   

ればそめ前偏症状的な行動の発見が主眼であったが特定の伝染病の発生もをく、グループの   

発生もみられずデピークしてある関係上競合の状態も少夜く、器具類の利用状態法41年度   

に実鱒した成果とほゞ同じであったがトラ，ブネストの利用状況は表（11〉Dようである。   

表（11） 

番号  12  15  、14  15  15    25  55  51  14  了㌻    2．81  4□2  5．5d  1．61  2．07   
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二段棟は41年匿と異な少すい薔に蔑んだため把空牒にく」を夕利用度は漬少してぃた0  
、E  

二段歓んだ上下段を合わせて考えると一段の配蔑工少利鞘蜜吋高ヤ8これ昧一列に配置し  

た場合は中央部の利用匿が像坤めと思われるq・二  

（3）温湿監の状態  

サミスクー自記粗慢慶測定器を使用して入口天井下島駈汀】と、トラタブネスト下、床上2DCm   

かよび止少木上部15Cmのところを潮′意として澗任した森泉は冬季セは天井物三下部エカやゝ   

高く区別に比戟守れば天井軸では2．5．1区の傾把高く床上部では5．2．1区め偵医高く密度の高   

い区が低い区よカヤゝ湿度は高い傾向であった。湿度は上部下部ともに1．2．5区の憫忙やゝ吊   

かった。夏季の天井部の温度は止力木部と比なして夜間はやゝ高く昼間はほゞ同じであクて各   

区の温度はほゞ同じて暫定把ともなう関連性はみられなかゥた。線度鱒各区ともほとんど同じ   

であった。   

その結果を表示寸志と襲（12）．（15），（14）のようである。  
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表（12）塩 酸 表   
i  

」．     測  定  温  

2区下巨侶下  
竺▼ヱヒ上里Li空二LL  

5区上 ＝区下  

二芸土芸亡          【                l  

一占．5  

5．   占．2  

壇上   －1．0  

拍2．2d「符丁三  12．81  鼠9  
1 

∴ ． ：・  1E平均  

5．41  5．P  ニュニ雲ノ1．▲，－ハ，＿づこそ  
一塁づ」一－－一竺  

！旦夕、＿L1㌍  

巳平二う  

4－ 8   

1－15   

日平均  

14・町14・5  45．5． 5  

8・9ElO・0  R5】  8．1  

表（15）湿 度 表（％）  

測  定  

年 月 日  
時 刻  

4－ 8   

11－15  

∃ 68夕  d5．5  45．9  42．9  「㌫．4  44，4  臣忘1   5d．7  55．5   n 58．5 5d．7   と 55．4              一＿！乙三」 45■1   41．D  478  44．5■  144．2  d4．5！5父1   5ス1  d5．5  d58  「箭5【’■  【一一一寸【  7又8∃ 75．2   68，9  7ス4  75．4  1 72．4   
507   481   45．0  44．2  44．d  44d  d占．d  d2．1  58．1  dd．5   dl．4   【 dO．6  81．8  7d夕  70．7  80．2   774   74．d  54．2． 52．5   4父0  4ス2 ‥ 5（〕．5   50．1  70．9   d5．る   dtl  d8．2   d4．0   d2．7   

45、2．25  

ユ旦竺竺＿し叩ヱ土至  

45．2．2d  11－15  

1日平均   

4－．8  

11－15  

1日平均  

▼⊥【＿二  

45．5． 4  
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表（14）1Elの温湿度の変化（45．8．20）  

天 井 部 止わ木上部 北 

司      射∴ノ天 井 部   1区  2．㌻G「言丁言‾   “   首盲■7蒜’’通路！魯外巨区l2区       51茎  Z22   ●l ●  ●l  
Z2」〕  2258 25      25．2  100．0 8る．0  担   8d8   8d．ロ   

22．8  255  255弓 255  25□ 258  25．5  10（〕8   81．ロ Bl．ロ   81．D  Z2d  255E255；訂2    25工】 25β   25．D  10白．0  「芯0事  8’d．0  8d．D  222  255∃255 2552    258蓼258   25．5  川08日81・0且    81．0         竺q  ‡       ー   n  
・ 

【一▲一一一一「ト    25．5  255 24．DlOD．0＝朝一8占血      8占刀l    竺也「討汗叫  ∴ぞj吐．三．ラ聖＿そd8   ‖ ＝肌H2瑚   24．0  25．51ロ0．D   “ 8‘・Oi8占0   8（5．0 908     2A5  245  245  255＝100・D   90．0  90．口     2551255255L24月・瑚      82か e2．0   82月    宣芸卜芸喜   2ユ2∈2ヱ2 2ス2 2ス278J      78月．7e〔l   78（）     2．己D 288 2モさ8       山 7叫78ロ   78J〕  50．5  2又5・2又5「㌫   ‾■】▲十‾‾ －2．又5；505…505      ま 
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イ 有軍ガス調査  

者零ガス調査として炭酸ガスおよぴ7ンぺ毛こアガス忙ついてゴU【l武美空法ガス検知器で調  

査した結果炭酸ガスは各区とも500P王）Mでアンモニ7ガス吐各区ともに検知し碍なかっ  

た。   

5．要  約   

昭和d2年10月から45年9月荒せでの1年間ロードホーンの断塀した産卵鶏を20羽，   

25乳 50羽の基準で1重の面概12．1血電忙75羽、92乳110羽を収容して産汎生活   

反瓜】慕項温湿度を調査したその津具はかおむね次のようである。  

（1）産卵成績  

平均産卵数は全鮮麗卵を開始するまでは督庶の蕎ほる托したがって悪かったが、全群産卵を   

開始したあとは照度差にエる傾向はなくなった。成績は1区245．占個．2区245．2イ臥 5   

区25ス8イ乱 であったが有意差は認められなかった。産卵寒はへンデイ、へソ′、クス、とも   

に平均産卵数と同じく前半は暦度の佐川匠忙良かったが、後半では懲渡の高いほうが良い状腰   

で年間ではへンデイで2区65界、1区‘49ら．5区d5％，へソハウスて1区589ら、2区  

57％、5区579ら、であった。平均卵蚤はほゞ同じて約59♂、であって、1日1羽当少産   

卵実働は1区2区が、約58・タ、5区は約57タ、であった。  

（2）初産日令  

初産日合と509ら産卵巳令は智匿の高い程長くなったが，検定の繚果では有意差が認められ   

なかった。しかし，この差が産卵成績に影筍をかよほしていたと思われる。   

伊）飼料摂取克と飼料要求率  

飼料摂取是は鮒期では約125クー129タで5区が多く2区が少なかった。後期は  

約120ダー121クで年間で約125ク ー125タで5区、2区．1区の腰であった。  

飼料費来賓は前期では5区．2区、1区の旧で後耕は1区．さ区，2区の順陀なれ．年間  

では5区、1区、2区の仮に高く2区がやゝ良かった。  

（3）健康状態  

暫定差と疾病の関連性はこの程度の群の大きさや暫匿では特別にみられをかった。一般的疾   

病として卵つい症が約50診を占めていた。生育率は5区、1区が約909♭息 2区が889ら，   

残存率は5区約82％、1区約819ら，2区約7d％、であって単位画鋲当カ年間平均飼養羽   

数は1区109鳩の18羽，2区は129ら洗の22羽、5区は9」＝翫奴の272羽であった。  

（4）糞便の状態  
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冬季間は襟度の増加にともなう軟化の傾向は明確にちらわれ孜かったが、床の含水顎態は・督  

度の増加托よ少増加した。貫季は響戻婚にともなう軟便化の傾向がみられた。   

ほ）鶏の行耕   

、摂合の状袋は各区につゝき乳つゝかれ繋が召在してぃ7tが，グループの発生ヤ、顎髭顆把  

ともなう苛政な行数等ミてついては改新がし碍たかった。璧合の状態もデピークしてあった門添  

上少竜く、還異類の刺状態は41年陀葵為した成菜とほゞ同じようであった。   

帽）項項調査  

温盟は冬季は密度の高い万が天井部．尺上郡とも托やゝ商ぃ便何にあったが，貰季ではほと  

んど差がみられ浸かゥた。澗庶は冬季で沃智証の低い積商い甥何にあったが、夏季はほとんど  

差がみられをかった。   

照度の増加による菜洩の軟化の傾向や床の含水婁の増加の傾向や・また当然呼吸等にエる湿度   

の放出にエる室内泣産によぅ多い差がみられると期待していたが、その蓋はみら叫なカゝゥた。  

（7）有害ガス調套・  

炭硬ガスとアン1巳ごアガス、につぃて北川式真空法よ少検知をこゝろみたが各区とも、同じ  

上うで差はみられ表かった。   

以上の鮭熱から収零時全群蓮如してhる食らば単位両横当カ、5C羽の収窄は可能と思われる   

が，密度増にエる初悪日合の長びくことを考えると大損の適正暫既を知ったらえで検討すべきか   

と思われる。  
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